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１．背景

２．現状分析・ペルソナによる課題抽出

３．現状施策分析・比較

４．施策提案

５．今後の展望

６．まとめ

①仙北市の人口減少の悪化

①居住区域とバス停の分布が不一致

②市民バス・デマンド型乗合タクシーの利用者数の減少

③市民アンケートによる
「満足度の低さ」「重要度の高さ」「認知度の低さ」

④ペルソナ設定とバットエンドシチュエーション

①現状施策分析・比較による認知度及び予約方法への課題

①施策提案に至った経緯

②病院連携施策

③デザイン公募施策

①路線ごとに採算ラインを設定と
乗客のデータ化を徹底

②仮説ツリーとハッピーエンドシチュエーション

デマンドタクシー利用促進チーム



仙北市⼈⼝減少の悪化
2020年
65歳以上の割合・・・42.80％

2045年
65歳以上の割合・・・53.27％

資料：Summaryサマリー機能RESASサマリーサイト
(https://summary.resas.go.jp/summary.html)

背景



（１）居住区域とバス停の分布

・市で運営しているデマンド乗り合いタクシーが
バス停のないエリアをサポート
（⽩岩、神代、⻄⽊地区）

※仙北市地域公共交通計画 抜粋

現状分析

まばらなバス停エリア

資料：MY CITY FORECAST 秋⽥県仙北市
(https://mycityforecast.net/city/?city_id=314)



現状分析

「市⺠バス」「デマンド型乗合タクシー」共に利⽤者数が減少傾向にある。

資料：仙北市地域公共交通計画

（２）市⺠バス・デマンド型乗合タクシーの利⽤者数



現状分析

令和３年度市⺠意識調査報告書より
「公共交通機関の維持と利便性の向上」についてのアンケート結果

満⾜度：低い
重要度：⾼い

標本数1,000⼈中
有効回答が461⼈

公共交通機関の認知度が
低いため回答数が少ない？

（３）満⾜度・重要度・認知度



ペルソナ（市内の典型的おばあちゃん）
名前 わたなべ ようこ
性別 ⼥性
年齢 75歳既婚夫は存命
出⾝ 神代
住所 ⽩岩
⾝⻑ １５４㎝
性格 社交性が⾼くややカカア天下気味きれい好き
夫婦ともに⾓館病院に通院・家族の⾃家⽤⾞で送迎
旦那は免許を持っているがそろそろ不安
息⼦夫婦は共働き、息⼦夫婦と⼆世帯住宅、孫は１５歳⾓⾼⽣
夫婦ともに年⾦暮らし
ネットはほとんど使えず、主な情報源はテレビ、新聞、広報等

◎より住⼈個⼈個⼈の課題を分析し施策を提案するため、ペルソナを設定する



バッドエンドシミュレーション
〜デマンドタクシーよく知らない〜
〜家族送迎頼めず通院できない〜

・体の調⼦が悪い
・病院に⾏きたい
・買い物に⾏きたい

・息⼦夫婦は仕事で平⽇
連れて⾏ってもらえない
・デマンドタクシー名前
は聞いたことあるけど...
・タクシーは⾼いな（往
復4,200円)
・タクシーだから⾼いん
じゃないか
・デマンド不便そう

・病院に⾏く頻度が減る

・利⽤⽅法わからず断念

・⾏くの⾯倒で先延ばし
・デマンド不便そうなの
で利⽤しない

・健康状態悪化
・医療費増⼤
・要介護状態になり介護
費増⼤、家族介護負担
・経済状態悪化
・病院ちゃんと⾏ってお
けばよかった
・介護費、医療費負担苦
しい

提供サービス

⾏動

思考

感情

興味関⼼ 検索 ⾏動 その後

デマンドタクシー



現状施策分析・⽐較
◆現状の仙北市公共交通網

〇市⺠バス ４路線

運賃（通常料⾦）
⼤⼈（⾼校⽣以上） 200円
⼩中学⽣ 100円

〇デマンド型乗り合いタクシー ３路線

運賃
各エリア内移動 200円
（エリア外 410円〜）
※中学⽣以下は半額 ⼩中学⽣ 100円

◆他市との⽐較（成功地区との状況⽐較）

〇料⾦⽐較

⼤仙市コミュニティバス 200〜700円
岩⼿県久慈市市⺠バス 150〜440円
仙北市市⺠バス 200円

〇予約⽅法⽐較

秋⽥市マイタウンバス 電話予約
岩⼿県陸前⾼⽥市デマンド 電話予約
仙北市乗り合いタクシー 電話予約

他市との差はほとんどない。むしろ優れている部分もある。
→ならば成功のポテンシャルはある。悪いところはなんだ？



施策提案に⾄った経緯

・若い世代は⾃分の運転での移動が圧倒的
・⾼齢者も⾃家⽤⾞使⽤が⼤多数だが、その中には家族の運転による移動が存在する

→家族といえど送迎を頼みづらい状況もあるのではないか
・⾼齢者の利⽤⽤途はスーパー等での買い物、病院受診等
・情報は広報や新聞等紙媒体から得る

デマンドタクシーを利⽤する可能性がある⼈の特性

・買い物は不定期のため家族が都合がいい時に送迎してもらうことが可能だが、病院受診は治療
が終了するまで定期的な通院が必要
・家族送迎の場合受診⽇が家族の都合に左右される
→病院や本⼈にとっても本⼈の都合で受診予定を決められるほうが便利ではないか
・そもそもデマンドの存在や利⽤⽅法を知らないのではないか

特性から⾒た課題

・次回受診⽇を決定する際に、医療機関側でデマンドタクシーの予約をしてくれるので
あれば、利便性が⾼まり利⽤者が増加するのではないか。また、定期的な利⽤が⾒込め
るのではないか
→施策①医療機関と連携した予約システムの構築
・デマンドタクシーの存在をより認知してもらえれば利⽤してみようという気持ちを喚
起できるのではないか
→施策②デマンドタクシーのデザイン公募

課題から⾒た利⽤者増加の⽅法案

01

02

03



利⽤者が医療
機関に⾏き診
察を受ける

診察後次回受診
⽇を決める際に、
医療機関から患
者に利⽤者にデ
マンドタクシー
の利⽤を⾏うか
確認する

患者が利⽤す
るといった場
合には、予約
システムを通
じて医療機関
から運⾏事業
者へ利⽤⽇時
及び乗降場所
を送信する

運⾏事業者は医
療機関からの連
絡に基づき指定
された⽇時に運
⾏するよう予定
を管理する

・運⾏事業者は
指定された⽇に
運⾏する
・さらに継続し
て受診があるな
らばその都度予
約する

受診 1 次回受診
⽇の決定 2 デマンド

予約 3 予約受付 4 次回受診 5

施策① 医療機関と連携した予約システム利⽤の流れ（想定）



施策① 医療機関と連携した予約システム
導⼊のメリット・リスク

利⽤者 運⾏事業者 医療機関

メリット
・⾃分で予約する⼿間がない
・家族等に送迎を頼まなくてよい
・普通のタクシー利⽤より安価

リスク
・医療機関で確認されるのが

煩わしく感じる

メリット
・定期的な利⽤が期待できる
・運⾏⽇が前もってわかる

リスク
・だいぶ先の予約まで⼊るの
で管理が難しくなる

メリット
・確実な受診につながる
・次回受診⽇をスムーズに決定できる

リスク
・窓⼝で確認する⼿間、運⾏事業所

への報告の⼿間が増える



施策② デザイン公募 仙北市のデマンド交通は地味？
令和4年度 仙北市市⺠意識調査より

公共交通機関の維持と利便性向上に対しての満⾜度
総回答数：1,274 わからない：485 無回答：77

およそ半数が満⾜度について回答なし。→そもそも利⽤の選択肢にすらないのでは？

市⺠の認知度と解像度を上げましょう！

たとえば
仙北市のデマンド交通

⼀⽅
たっこちゃんバス

（市⺠バス）

これといった特徴が無くて地味

北海道南幌町デマンドバス

すごく⽬⽴つ！



2022年にサービス開始した⾓館限定デマンドサービス「よぶのる⾓館」では…

ここによぶのるの写真

「よぶのる⾓館」の利⽤状況は悪くない。市⺠への聞き取りでも９割が「よぶのる⾓館」を認知していた。
つまり市⺠の認知度が⾼ければ、利⽤されることも増えるのではないかという仮説を⽴てる。

・デマンド交通を認知してもらう
・デマンド交通に興味を持ってもらう
・デマンド交通に親しみを持ってもらう

これらをまとめて実⾏するためには

デマンド交通リニューアルと称し、

デザイン及び愛称の市⺠
公募をやってみよう！

よぶのる⾓館の利⽤件数
2022年

５⽉
2022年

６⽉
2022年

７⽉
2022年

８⽉

194件 443件 605件 289件

施策②デザイン及び愛称の市⺠公募

※仙北市企画政策課 よぶのる角館利用報告書より



施策② デマンド交通のデザイン・愛称公募

愛称公募
現在、⽩岩にこにこ号のみ名前が存在

市⺠対象に愛称公募を実施。
⻄⽊・神代（・⽩岩）の愛称に採⽤。

デザイン公募
全国公募で新デザインを募集。
市⺠投票をしてもらう。
採⽤者には特産品等を進呈。

⾃分たちが選んだ、
決めたというプロセス
を通じて愛着を持って
もらう。

会話の中に登場し
やすい呼称を設定
し、定着を図る。



施策①・②実施スケジュール
2023 2024

1〜3⽉ 4〜6⽉ 7〜9⽉ 10〜12⽉ 1〜3⽉ 4〜6⽉ 7〜9⽉ 10〜12⽉

①運⾏業者と話合い

①医療機関へ協⼒依頼

①予約システムの開発

②デザイン公募

②デザイン投票

②デザイン施⼯

テスト運⾏

広報

本運⾏開始



施策後の展望
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各路線ごとの利⽤者数をデータ化し、四半期〜半年ほどのスパンでダイヤや運⾏頻度の
⾒直しを⾏う。路線ごとに採算ラインを設定し、不採算路線に関しては、減数、廃⽌も
検討する。

細かなデータ収集が不可⽋！乗客のデータ化を徹底する。

廃⽌検討
廃⽌検討

廃⽌検討



ハッピーエンドシミュレーション
〜デマンドタクシー知っている〜
〜⾃分の都合で通院できる〜

・体の調⼦が悪い
・病院に⾏きたい
・買い物に⾏きたい

・息⼦夫婦の都合関係な
く⾏ける
・デマンドタクシー知っ
てるし使ってみようか

・意外と⾼くない
・普通のタクシーより安
い
・デマンド意外と便利

・デマンドを利⽤しきち
んと通院する

・利⽤⽅法がわかる

・デマンド不便でないこ
とがわかる
・⾃分の都合で⾏けるの
で通院⾯倒くさくない

・健康状態維持
・医療費増⼤しない
・要介護状態にならない
・経済状態維持

・病院ちゃんと⾏けてよ
かった
・医療費の分ほかに回せ
る

提供サービス

⾏動

思考

感情

興味関⼼ 検索 ⾏動 その後

デマンドタクシー



本施策提案のまとめ
デマンド交通利⽤定着と安定運
⽤までのステップを作る

認識のステップ

市⺠の皆さんにデマンド交通があると
認識を刷り込む→デザイン公募施策

利⽤のステップ

⽇常⽣活の中にデマンド交通を利⽤す
る習慣を定着させる→病院連携施策

向上のステップ

利⽤状況をデータ化し、運⽤⽅法に反
映することで、満⾜度の向上を図る



⇒認知度の低さからの実利⽤の少なさが原因と分析
公共交通に対する市民の満足度が低いのはなぜ？

結論

認知度を上げるためには？

⇒病院連携施策で⽣活に密着、
デザイン公募施策で市⺠に愛着を持ってもらう。

その施策でどうなる？

⇒「どこでも住める」仙北市に。
仙北市の幸福度全国№１を実現するため、「医療MaaS」の
実装に向け、デジタル⽥園都市構想を策定中です。


